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　五条川の桜もこのごろは枯れ木のような姿であ

るが、雪の朝はまるで白い花が咲いたようにまぶ

しい光景になる。 

　静かな雪景色にみとれていると、突然ピーピー

ピーとけたたましい鳴き声で餌を求めて飛んでき

た鵯が枝にとまると、粉雪がはらはらと舞い落ち

る。 

　草木や地面が雪によって覆われると鳥たちはた

ちまち食べ物に困る。自然の美しさの裏にも厳し

さが感じられる。 

日本画家　大野幹彦 

【2005岩倉の風景●五条川の雪景色】 
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岩倉市
       
       
       
       

★印は
休日急
岩倉市
万歩計
交付は
※毎週
発行業

えさ 

ひよどり 

市の花／つつじ 



知っておきたい健康講座 ��

市政の窓 �

歯周病 
し　   しゅう 

市・県民税の申告、所得税の確定申告が始まります 
振り込め詐欺にご注意ください！ 
児童手当の申請をお忘れではありませんか 
妊娠期のお母さんの講座 
地震防災講習会を追加開催します 
市民農園利用者を募集します 
西尾張就職フェア（合同就職面接会） 
指名競争入札結果 
リサイクル品を販売します 
桟敷設置をご遠慮ください 
「キューバ」ってどんな国？ 
防犯活動にご活用ください 
地区サロンコンサート～ソプラノ歌手と贈 
るピアノ＆木管三重奏コンサート～  
市民スペース  
ミニステージ・市民ギャラリー情報 

岩倉北部サッカースポーツ少年団 

キューバ親睦交流会開催 
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…8 
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…11 

 
…11

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

スポーツ大好き！ 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
中本町かいわい 

南部中学校 

新成人のつどい・消防出初式・児童館 
百人一首大会 

��

国際交流はいま ��

市民のひろば・いわくらネットワーク 

フォトニュース 

��

��

��

学校通信 

暮らしのガイド ��

不用品データバンク、献血にご協力を 
愛・地球博　ここが見どころ 
ストップ・ザ交通事故　２月はシートベルト・ 
チャイルドシート着用徹底強化旬間 
図書館ニュース 
教えて　自動車リサイクル法 
教育相談、子育て相談、市民相談 

ミニミニコンサート 
音楽連盟わくわくコンサート 
子育て支援講演会 
児童館母親クラブと子どもたちのわいわい 
広場 

いきいき介護教室 
心の健康講座 
普通救命講習会 

生活習慣病を予防しよう 
肝炎ウイルス検査 
講演会「成長ホルモン分泌不全性低身長 
症について」 
ＢＣＧ接種をお忘れなく 

催し ��

水道料金の検針員・徴収員 
児童館・地域交流センターみどりの家パート 
職員 
小・中学校臨時講師および補助職員 
「地域子ども教室」指導員 
いわくらフリーマーケット出店者 

募集 ��

小・中学校への入学ご案内 
老人保健および福祉医療の受給者証を 
お持ちの人へ 

手続き ��

健康 ��

相談・その他 ��

講座・教室 ��

▲岩倉市では、犯罪の一層の抑

制を目指し、１月から地域安全

パトロールに青色回転灯の使用

を始めました。 
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●
市
政
の
窓
●
 

申
告
相
談
の
受
付
期
間
　 

　
平
成
１７
年
度
分
の
市
・
県
民
税
の
申
告
と
平
成

１６
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
受
付
を
、
２
月

１６
日
　
か
ら
３
月
１５
日
　
ま
で
行
い
ま
す
。 

市
・
県
民
税
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
会
場 

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、従
来
ど
お
り
３
月
１５
日

　
ま
で
市
役
所
税
務
課
で
相
談
受
付
を
行
い
ま
す
。 

　
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
は
、「
岩
倉
会
場（
岩

倉
市
役
所
）」と「
小
牧
会
場（
小
牧
市
公
民
館
）」

で
行
い
ま
す
。
岩
倉
会
場
（
岩
倉
市
役
所
）
は
、

２
月
２８
日
　
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）
。
３
月

１
日
　
か
ら
１５
日
　
ま
で
は
小
牧
会
場
（
小
牧
市

公
民
館
）
の
み
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
小
牧
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
２０
日
　
・

２７
日
　
は
開
催
し
ま
す
（
そ
の
他
の
土
・
日
曜
日

は
開
催
し
ま
せ
ん
）
。 

　
今
年
か
ら
、
ご
自
身
で
ご
記
入
い
た
だ
く
巡
回

指
導
方
式
を
主
と
し
て
行
い
ま
す
。 

    

市
・
県
民
税
の
申
告
の
必
要
な
人
は
… 

　
今
年
１
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
に
住
所
が
あ
り
、

昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
人
、
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
勤
務
先
か
ら

市
役
所
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
医
療
費
控
除
、
社

会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
等
の
所
得
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。 

※
公
的
年
金
等
だ
け
の
人
で
も
、
計
算
の
結
果
、

所
得
税
の
納
付
ま
た
は
、
還
付
と
な
る
場
合
に
は
、

所
得
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

①
営
業
、
農
業
等
の
事
業
所
得
、
雑
所
得
等
が
あ

っ
た
人 

②
不
動
産
、
利
子
、
配
当
等
の
所
得
が
あ
っ
た
人 

③
給
与
所
得
の
他
に
前
記
①
、
②
の
所
得
等
が
あ

っ
た
人
（
所
得
税
の
申
告
で
は
、
通
常
、
給
与
お

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以
下
の
場

合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
） 

④
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
昨
年
途
中
で
退
職
し
、

今
年
１
月
１
日
現
在
就
職
し
て
い
な
い
人 

⑤
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
等
を
受
け
る
人 

⑥
所
得
税
で
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
た
配
当
所

得
が
あ
っ
た
人 

所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
な
人
は
… 

　
平
成
１６
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
雑
損

控
除
、
そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
差
し
引

い
た
金
額
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
た
税
額
が
配
当

控
除
の
額
と
定
率
減
税
額
の
合
計
額
よ
り
も
多
い

人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
は
… 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
さ
れ
る
と
き
に
所
得
税
が
天
引

き
（
源
泉
徴
収
）
さ
れ
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
合
計
額
と
１
年
間
の
給
与
総
額
に
基
づ

い
て
計
算
し
た
年
税
額
と
の
差
額
は
、
１２
月
に
精

算
（
年
末
調
整
）
さ
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

①
平
成
１６
年
中
に
支
払
い
を
受
け
る
給
与
等
の
収

入
金
額
の
合
計
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人 

②
１
か
所
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

人
で
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
各
種

所
得
の
金
額
の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
人 

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
人
で
、年
末
調
整
を
受
け
な
い
従
た
る
給
与
の

収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種

所
得
の
金
額
と
の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
人 

④
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、
そ
の

同
族
会
社
か
ら
給
与
等
の
ほ
か
に
、
貸
付
金
の
利

子
、
店
舗
・
工
場
や
土
地
な
ど
の
賃
貸
料
、
機
械
・

器
具
の
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲岩倉

制を目

パトロ

を始め

市
・
県
民
税
の
申
告 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す 

（月） 

（日） 

（日） （火） 

（火） 

（火） 

（火） 

（水） 

　
巡
回
指
導
方
式
と
は
、
申
告
者
本
人
が
手
引
書

を
参
考
と
し
て
自
主
的
に
申
告
書
を
作
成
し
、
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
手
を
上
げ
て
職
員
に
質
問

し
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
完
成
し
て
い
た
だ
く
方

式
で
す
。 
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●
市
政
の
窓
●
 

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ

る
人
は
… 

　
次
の
よ
う
な
人
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
や

予
定
納
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、
医
療
費

控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
人 

②
給
与
所
得
者
で
、
平
成
１６
年
の
途
中
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人 

確
定
申
告
は
、
こ
ん
な
点
に
注
意
を
！ 

所
得
控
除 

●
医
療
費
控
除
　
平
成
１６
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
金
額
か
ら
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
を
差
し
引
き
、
さ
ら
に
１０
万
円
と
総
所
得
金
額

等
の
５
㌫
と
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引

い
て
計
算
し
ま
す
（
最
高
限
度
額
２
０
０
万
円
）
。 

●
老
年
者
控
除
　
申
告
者
本
人
の
年
齢
が
６５
歳
以

上
（
昭
和
１５
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

で
、
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。 

●
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
平
成
１６
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
３８
万

円
以
下
で
あ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

・
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族 

・
都
道
府
県
知
事
か
ら
養
育
を
委
託
さ
れ
た
児
童 

・
老
人
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
養
護
受
託
者
に
委

託
さ
れ
た
老
人 

※
青
色
事
業
専
従
者
ま
た
は
、
白
色
事
業
専
従
者

は
除
き
ま
す
。 

●
配
偶
者
特
別
控
除
　
申
告
す
る
本
人
の
合
計
所

得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
で
配
偶
者
の
合
計
所
得

金
額
が
３８
万
円
以
上
７６
万
円
未
満
の
場
合
は
、
配

偶
者
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配

偶
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き

ま
す
。 

・
他
の
人
の
扶
養
親
族
と
さ
れ
る
場
合 

・
青
色
事
業
専
従
者 

・
白
色
事
業
専
従
者 

●
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
確
定
申
告
　
災
害
に
よ

っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ
た

人
は
、
所
得
税
法
に
よ
る
雑
損
控
除
な
ど
が
受
け

ら
れ
ま
す
。 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
に
は
… 

　
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
し
た
り
、
新
築
住
宅
ま
た
は
、
中
古
住
宅
を
購

入
し
た
と
き
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
入

居
し
た
年
か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

★
入
居
日
が
平
成
１３
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
１６
年

１２
月
３１
日
ま
で
の
場
合
は
、
１０
年
間 

●
お
持
ち
し
て
い
た
だ
く
書
類
な
ど 

・
住
民
票
の
写
し 

・
家
屋
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本 

・
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等

証
明
書 

・
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約
書
な
ど
で
、
家
屋
の

取
得
の
価
格
の
額
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
の
写

し ・
住
宅
と
と
も
に
取
得
し
た
敷
地
等
に
係
る
ロ
ー

ン
等
に
つ
い
て
こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、
そ
の
敷
地
等
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
、
お

よ
び
、
売
買
契
約
書
等
の
写
し 

・
源
泉
徴
収
票 

・
印
鑑 

　
な
お
、
自
己
の
所
有
し
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
、

増
築
ま
た
は
、
改
築
さ
れ
た
場
合
も
一
定
の
要
件

に
該
当
す
れ
ば
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
提
出
書
類
等
、
詳
し
く
は
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。 

所
得
税
確
定
申
告
書
様
式
… 

　
確
定
申
告
書
の
様
式
は
２
種
類
で
す
。 

★
確
定
申
告
書
Ａ
…
申
告
す
る
所
得
が
給
与
所
得
、

年
金
な
ど
の
雑
所
得
、
配
当
所
得
、
一
時
所
得
だ

け
で
予
定
納
税
額
の
な
い
人
が
使
用
で
き
る
申
告

書
で
す
。 

★
確
定
申
告
書
Ｂ
…
所
得
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、

ど
な
た
で
も
使
用
で
き
る
申
告
書
で
す
。 

★
分
離
課
税
な
ど
は
別
表
に
…
土
地
・
建
物
な
ど

を
譲
渡
し
た
場
合
、
確
定
申
告
書
Ｂ
（
第
１
表
・

第
２
表
）
と
第
３
表
（
分
離
課
税
用
）
を
併
せ
て

使
用
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
６
）
ま
た
は
、
小
牧
税
務
署
（
☎
０
５
６
８

―
７
２
―
２
１
１
１
）
ま
で
。 

小牧会場小牧会場（小牧市公民館小牧市公民館） 小牧会場（小牧市公民館） 

〔交通機関〕名鉄バス小牧駅行（小牧市役所前経由・小牧市民病院前経由） 
中町下車徒歩約１０分（小牧駅下車の場合は、徒歩約１５分） 

至犬山 至犬山 

至名古屋 至春日井 

至
春
日
井

至
春
日
井 

至
春
日
井 

村中 自才前 

常普請三東 桜井 花塚橋南 

小牧原 

新町三東 間々本町 市民会館北 
至
一
宮

至
一
宮 

至
岩
倉

至
岩
倉 

至
一
宮 

至
岩
倉 

国
道
４１
号
線 

犬
山
公
園
小
牧
線 

県
道
名
古
屋
犬
山
線 

新国道１５５号線 

●GS

●GS●JA小牧 

●〒 

●小牧小学校 

●中部公民館●中部公民館 市民病院●市民病院● ●中部公民館 市民病院● 

パチンコ● 

小牧警察署● 

小牧城● 

市役所★ 

ラピオ● 

コンビニ● 

GS● 

パチンコ● 
小牧小牧 

インターインター 
小牧 

インター 

小
牧
駅 

至
桃
花
台

至
桃
花
台 

至
桃
花
台 

ピ
ー
チ
ラ
イ
ナ
ー 

★ 
小牧税務署小牧税務署 

★ 
小牧税務署 

小牧市公民館 

東名高速道路 

N
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※
青
色
事
業
専
従
者
ま
た
は

白
色
事
業
専
従
者

ン
等
に
つ
い
て
こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

●市・県民税、所得税の申告相談を行います● 
　申告期限間際になりますと会場が大変混雑しますので、お早めに申告を済ませましょう。 

お持ちしていただく書類など 

青色申告 

●源泉徴収票など収入金額や必要経費の金額がわかるもの 

●国民健康保険、国民年金、介護保険などの社会保険料の支払金額がわかるもの 

●生命保険、損害保険の支払証明書 

●その他、医療費の領収書など 

●印鑑、筆記用具、計算用具 

●申告書〈郵送してある人〉 

日程・会場等 

受付会場 

水 
2/16 17 18 19 20 21 22
岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 小牧 
会場 

木 金 土 日 月 火 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

23 24 25 26 27 28 3/1
岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 
小牧会場 

小牧 
会場 ※農業所得がある人は 

　愛知北農協岩倉支店 
※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

2 3 4 5 6 7 8
小牧会場 小牧会場 

ところ 

岩　倉　市　商　工　会　館 ２月１６日（水）・１７日（木） 午前９時～正午、午後１時～４時 

と　き 

小牧会場 小牧会場 小牧会場 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

9 10 11 12 13 14 15
小牧会場 小牧会場 小牧会場 小牧会場 小牧会場 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

★岩倉会場（市役所） 

★小牧会場（小牧市公民館） 

★愛知北農協岩倉支店…本町神明西１１（※農業所得がある人のみ） 

受付時間 ★岩倉会場と愛知北農協岩倉支店…午前９時～正午、午後１時～４時 
※愛知北農協岩倉支店の３月１５日（火）のみ受付時間は、午前９時～正午までです。 
★小牧会場…午前９時～午後５時 

岩倉市商工会館　中本町西出口３１－１ 

※なお、上記相談日のほかに、３月１日（火）～１５日（火）までの期間は、土・日曜日を除き、随時、岩倉市商工会館で受け付けます。 

●贈与・譲渡所得等の確定申告 
　贈与・譲渡・相続の確定申告会場は、申告期間中、小牧市公民館で行います（申告の際には、必要書類をご持参ください）。 
　なお、岩倉市役所では、贈与・譲渡・相続の確定申告の受付等はできません。詳しくは、小牧税務署へお問い合わせください。 
●お願い 
★会場にお出かけいただいても、必要書類の不足で申告できなかったり、申告書に必要事項が記入されていないために長くお待たせすること
があります。お出かけいただく際は、あらかじめ申告書に必要事項を記入しておいていただきますようお願いします。 
★市役所駐車場の駐車台数には限りがありますので、自転車等をご利用していただくなど市民の皆さんのご協力をお願いします。 
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おれおれ詐欺、架空請求など 

振り込め詐欺にご注意ください！ 
　最近、おれおれ詐欺、架空請求など、高額の現金を振り込ませる「振

り込め詐欺」が激増しています。全国では、昨年１月から１０月まで

の被害が１５，９９７件、被害総額は約２２２億円にも達しています。

さらに、その手口は、一段と悪質化し、かなり手の込んだものとなっ

ています。 

　岩倉市の市民相談室にも、平成１６年度（４月から１２月まで）６３

件の架空請求の相談が寄せられています。また、１２月にはおれおれ

詐欺の相談も初めて寄せられました。 

　今回は、その事例をはじめ、多種多様な手口や対処法などを紹介し

ます。また、消費生活講座でも取り上げますので、皆さんも被害にあ

わないように十分注意してください。 

消費生活講座を行います！ 

振り込め詐欺　 
～こんな手口にご注意を～ 
●と　き ２月１８日（金） 

 午前１０時３０分～ 

●ところ ふれあいセンター 

 ３階視聴覚室兼研修室 

●テーマ 振り込め詐欺 

 ～こんな手口にご注意を～ 

●講　師 江南警察署生活安全課職員 

●定　員 ５０人 

●受講料 無料 

●申　込 商工農政課窓口へ直接、また 

 は、電話でお申し込みください。 

●問合先 商工農政課商工観光係 

 （☎３８―５８１２）まで。 

有料アダルト番組の利用料やツーショットダイヤル、 
ダイヤルQ２、サイト使用料、債権の架空請求 

交通事故を装う振り込め詐欺 
（警察官、マスコミ、妊婦） 

エステや化粧品の代金請求を 
装って女性を狙う架空請求 

　架空の団体（□△回収機構、□△債権管理事務局、弁護士・法律事務所

をかたったもの、公的機関に似た名称）から、あなたの未納利用料金（不

良債権）が当社に譲渡されたので、大

至急連絡してほしい（お金を振り込ん

でほしい）。連絡（お金の振り込み）

がなければ、直接自宅に回収に行くと

いう内容のはがきが届く。中には「裁

判所」「差し押さえ」「ブラックリス

トへの掲載」「手段を問わず回収する」

という脅しの言葉も出てくる。 

　一般的に、商品やサービスの未払い金や金融会社等

からの借金などを取り立てる権利（債権）を、契約先

ではない別の事業者が回収するために譲り受けること

です。また、このお金を回収することを債権回収とい

います。 

　しかし、これには契約先の事業者から「債権を○○

会社に譲ります」という通知や連絡があって、初めて

別の事業者が請求できるものです。つまり、そのよう

な通知もなく突然債権回収といってきた業者の請求に

は何の根拠もなく、支払う必要もありません。 

○警察官や保険外交員を装って親族の交通事故による示談金の

　振り込み 

○マスコミを装い記事（事

　故）の新聞等への掲載を

　取りやめるための補償金

　の振り込み 

○警察官などを装い事故に

　よる妊婦への慰謝料の振

　り込み 

　△△法律事務所から、エステ商品や化粧品

の支払い債権の譲渡を受けた。和解最終期限

までにご連絡くださいという内容。 

その多様な手口とは？ その多様な手口とは？ その多様な手口とは？ 

債権譲渡とは？ 

身に覚えのない請求が… 
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お

振
①「料金の支払いが行われていない」などの内容で内容

　証明郵便による督促状が送られてくる。 

②無視していると簡易裁判所より少額訴訟の訴状と口頭

　弁論の呼び出し状とが特別郵送によって送られてくる。 

③呼び出し状を無視して口頭弁論を欠席すると敗訴とな

　ってしまう。 

④その後は請求業者が判決を盾に「正当な請求」を行っ

　てくる。 

　この手口には、従来の無視する方法では対処できません。 

　裁判所からの訴状は特別送達によって、裁判所の名前

の入った封筒に入れられて送られてきます。このような

郵便が届いたときには、送付元の裁判所または、お近く

の裁判所までご確認ください。 

　

の

ま

医療過誤を装った見舞金 
　医師や看護師の親族に、医療過誤が起きたことを装っ

て電話し、患者への見舞金名目でお金を振り込ませる手口。 

　交通事故や医療過誤など電話を使った手口では、親族

の事故などにより、電話を受けた本人がパニックになり

心配のあまり振り込んでしまうケースがほとんどです。

そんな時こそ次の点に注意しましょう。 

①お金の話がでたら警戒する。 

②落ち着いて話を聞き、要点をメモしたうえで、いった

ん電話を切って家族に確認を取る。 

　利用していなければ払わない 
　身に覚えがなければ、支払わずに放置し、脅し文句にひるまないようにし

ましょう。 

　相手に連絡したり料金を支払う前に、相談する　 
 

 

 

 

 

 

　これ以上、電話番号などの個人的な情報は知らせない 
　郵送の場合は、請求書が実際に届いているので、業者は名前と住所を知っ

ていることになります（電子メールの場合はメールアドレス）。新たに、電

話番号などの個人的な情報を知られてしまうと、今度は電話などの別な手段

で請求してくることが予想されます。個人的な情報を知らせないようにして

ください。 

　証拠は保管する 
　業者から、今後何らかのアクションがあったときのために、請求のはがき、

封書、電子メールは保管しておくほうがいいでしょう。 

　警察へ届け出を 
　根拠のない悪質な取立ての場合は、愛知県江南警察署に届けておきましょ

う。 

新潟中越地震の義援金を装ったもの 
　被災者の災害支援の募金と偽るもの。 

融資保証金詐欺 
　融資を求める人から保証金名目で現金をだまし取る。 

ヤミ金による銀行口座への 
振り込み 
　電話などで強引に銀行などの口座番

号を聞き出し、勝手にお金を振り込む。

後日、返済金として元金と利息を請求

する。 

フィッシング詐欺 
　実在する銀行やカード会社などの企

業を装って、インターネットに開設し

たにせのホームページに誘導してクレ

ジットカードの暗証番号など個人の重

要情報を盗み出す手口。 

●問合先　市民相談室（☎３８―５８

２２）まで。 

催眠商法 
　最初は、日用品などをタダで配って、

人をひきつけ、最後には高額で不必要

なものを買わせようとする。 

このような場合には注意をこのような場合には注意を 
対処法が違います！対処法が違います！ 

このような場合には注意を 
対処法が違います！ 

裁判所の「少額訴訟」を悪用した裁判所の「少額訴訟」を悪用した 
新たな手口新たな手口 

裁判所の「少額訴訟」を悪用した 
新たな手口 

1.

2.

3.

4.

5.

その他の悪質商法など 

（相談先） 
●市民相談室（☎３８―５８２２） 
架空請求については 
●中央県民生活プラザ（☎０５２―９６２―０９９９） 
●尾張県民生活プラザ（☎０５８６―７１―０９９９） 
振り込め詐欺については 
●愛知県江南警察署（☎５６―０１１０） 
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平成16年度所得制限限度額 　
児
童
手
当
は
、
９
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
３１

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
３
年
生
修
了
前

の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
は
、
所
得

制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

●
申
請
に
必
要
な
も
の 

★
印
鑑 

★
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便

局
は
不
可
） 

★
厚
生
年
金
等
加
入
の
人
は
請
求
者
（
保
護
者
）

の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ
ー 

★
平
成
１６
年
１
月
２
日
以
降
に
岩
倉
市
に
転
入
さ

れ
た
人
は
「
平
成
１６
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
」
　 

　
手
続
き
に
は
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
（
児
童
と

別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
）
添
付
書
類
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

児
童
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
な
お
、
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

０
）
ま
で
。 

       

　
お
母
さ
ん
は
、
や
が
て
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
に
多
く
の
夢
を
抱
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
と
と
も
に
、
子
育
て
と
い

う
現
実
が
待
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。 

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
発
達
は
、
親
と
の
関
わ
り
が

大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。 

　
生
涯
学
習
課
で
は
「
赤
ち
ゃ
ん
と
の
接
し
方
」

を
中
心
と
し
て
、
次
の
通
り
講
座
を
開
き
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
２
月
１７
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室 

●
対
象
　
妊
娠
期
の
お
母
さ
ん 

●
講
師
　
藤
原
辰
志
さ
ん
（
愛
知
江
南
短
期
大
学

助
教
授
） 

●
演
題
　
「
赤
ち
ゃ
ん
と
の
接
し
方
」 

●
参
加
費
　
無
料 

●
申
込
方
法
　
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

       
　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１５
年
１２
月
１７
日
に
東
南

海
・
南
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
地
震
災
害
に
対
す
る
危

機
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
昨
年
、
各
小

学
校
区
単
位
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
追
加
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。 

　
講
演
・
演
習
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
防
災
カ
レ

ッ
ジ
を
修
了
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
講
習
を
受
講
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。 

●
講
習
内
容 

①
講
義
…
防
災
体
制
「
地
震
に
備
え
て
」 

②
講
演
…
危
機
意
識
の
高
揚 

③
実
技
…
災
害
時
に
お
け
る
応
急
手
当
て 

④
演
習
…
図
上
訓
練 

⑤
実
技
…
救
助
器
具
の
取
り
扱
い 

●
と
き
　
２
月
１３
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
３０

分 ●
と
こ
ろ
　
消
防
庁
舎
２
階
研
修
室
　 

●
申
込
方
法
　
消
防
本
部
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
電
話
可
）
。 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災
係
（
☎

３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。 

（日） 

児
童
手
当
の
申
請
を 

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま 

せ
ん
か 

妊
娠
期
の
お
母
さ
ん
の 

講
座 

地
震
防
災
講
習
会
を 

追
加
開
催
し
ま
す 

（木） 

国民年金加入者等 扶養親族等の数 

３０１ ４６０ 

３３９ ４９８ 

３７７ ５３６ 

４１５ ５７４ 

４５３ ６１２ 

４９１ ６５０ 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

厚生年金加入者等 

（単位：万円） 

ふ
じ
わ
ら 

た
つ  

じ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜
作
り
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
余
暇
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
農
園
を
設
置
し
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
農
園
の
空
区
画
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。 

●
申
込
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人 

●
利
用
期
間
　
４
月
〜
平
成
１８
年
３
月
（
更
新
に

よ
り
５
年
間
の
延
長
可
） 

●
利
用
料
金
　
年
間
３
千
円 

●
募
集
区
画
数 

★
東
町
市
民
農
園
…
１７
区
画 

★
石
仏
町
市
民
農
園
…
１４
区
画 

★
稲
荷
町
市
民
農
園
…
７
区
画 

★
東
町
白
山
市
民
農
園
…
６
区
画 

★
大
山
寺
町
市
民
農
園
…
１
区
画 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
　

●
申
込
期
限
　
２
月
１５
日 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
に
あ
る
利
用
申
込
書

に
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

●
抽
選
　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
２
月
２３
日
　
午

後
１
時
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室

で
抽
選
を
行
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
２
）
ま
で
。 

市
民
農
園
利
用
者
を 

募
集
し
ま
す 

（火） 

（水） 

舗装修繕工事（市道北４８号線） 

舗装修繕工事（右岸１４ー５工区） 

側溝改良工事 
（市道南３３３号線外１路線） 

北小・南小・東小・五条小スロープ、 
階段手摺取付工事  

市道北４４号線等植栽工事 

東小給水管取替工事 

下水道台帳作成業務 

指 名 競 争 入 札 結 果  （平成１６年１２月１６日～２４日） 

工　　事　　名　　等 工事場所等 契　約　業　者　名 期　　間 契約金額（円） 

大地新町地内外 

曽野町外１地内 

泉町外１地内 

西市町外２地内 

神野町地内 

東町掛目１番地 

八剱町外３地内 

井上町地内 

曽野町外１地内 

中本町外１地内 

大地町地内 

大地町地内 

本町南新溝廻間２番地 
外５地内 

本町南新溝廻間２番地 
外３地内 

１,１０２,５００ H１６/１２/２１～H１７/３/３０ 

H１６/１２/２４～H１７/３/２２ 

H１６/１２/２４～H１７/３/２２ 

H１６/１２/２４～H１７/３/２２ 

H１６/１２/２４～H１７/２/２５ 

H１６/１２/２１～H１７/２/２３ 

H１６/１２/２１～H１７/３/１５ 

H１６/１２/２１～H１７/３/１０ 

H１６/１２/２１～H１７/３/１５ 

H１６/１２/２８～H１７/３/２２ 

H１６/１２/２８～H１７/３/２２ 

H１６/１２/２８～H１７/３/２２ 

H１６/１２/２８～H１７/３/２２ 

H１７/１/７～３/２２ 

６,５１０,０００ 

５,５６５,０００ 

５,２５０,０００ 

６,６６７,５００ 

６,８２５,０００ 

１４,７００,０００ 

３,１５０,０００ 

３,９９０,０００ 

４,９３５,０００ 

４,７２５,０００ 

３,６７５,０００ 

１,７８５,０００ 

５,１４５,０００ 

玉野総合コンサルタント㈱ 

㈱長谷川組 

㈲関戸建設 

㈱大栄企業 

㈱長谷川組 

伊藤水道工業㈱岩倉支店 

中村造園土木㈱ 

㈲八信建設 

㈱大栄企業 

㈲山本建設 

㈱江口組 

㈱大崎工務店岩倉支店 

イナザワ防災㈱ 

竹内建築㈱ 

側溝改良工事 
（市道南５５９号線外１路線） 

側溝改良工事 
（市道北３１６号線外１路線） 

側溝改良工事 
（市道北３３０号線外２路線） 

各小中学校避難器具救助袋設備 
取替修繕 

側溝改良工事 
（市道北２６号線外１路線） 

側溝改良工事 
（市道南４３５号線外１路線） 

側溝改良工事 
（市道南１８１号線外１路線） 

　平成１７年３月新規大学等卒業予定者（既卒者を含む）

および４５歳までの一般求職者を対象に、西尾張の公共職

業安定所合同（一宮・津島・犬山公共職業安定所）による

就職面接会を次のとおり開催します。 

●と　き　２月１６日（水）午後１時３０分～４時 

●ところ　一宮スポーツ文化センター１階スポーツフロアー

　（一宮市真清田１―２―３０☎０５８６―２４―１８８１） 

●対象者　①平成１７年３月に大学・短大・専修学校等を

　　　　　卒業予定の人（既卒者を含む） 

　　　　　②現在、就職先を探している４５歳位までの人 

●内　容　ハローワーク一宮・津島・犬山管内の企業４０

　社（予定）が参加しての合同就職面接会 

●面接会の方法　会場内の企業ごとのブースで、企業の担

　当者と直接面談していただきます。 

　※参加の申し込みは必要ありませんので、直接会場にお

　越しください。 

●問合先　ハローワーク一宮（一宮公共職業安定所）求人・

　企画部門（☎０５８６―４５―２０４８内線４５）まで。 

西尾張就職フェア 
（合同就職面接会） 
西尾張就職フェア 
（合同就職面接会） 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
清
掃
事
務
所
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
は
、
粗
大

ご
み
収
集
申
し
込
み
の
際
に
、
「
ま
だ
使
え
る
も

の
」
に
つ
い
て
了
解
を
得
て
、
机
や
戸
棚
な
ど
を
、

修
理
、
洗
浄
し
、
再
生
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
「
ま
た
使
え
る
も
の
」
と
な
っ
た
家
具

な
ど
を
次
の
と
お
り
販
売
し
ま
す
。
一
度
、
ご
覧

の
う
え
、
ぜ
ひ
、
入
札
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
展
示
・
販
売
す
る
も
の
　
食
器
棚
、
座
敷
机
、

ソ
フ
ァ
・
椅
子
（
各
種
）
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど 

●
展
示
・
入
札
の
日
　
２
月
１７
日
　
・
１８
日
　
の

２
日
間
、
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
（
１８
日
午
後
３

時
に
落
札
者
を
決
定
し
、
ご
連
絡
し
ま
す
） 

●
と
こ
ろ
　
清
掃
事
務
所
内
リ
サ
イ
ク
ル
工
房

（
名
神
高
速
道
路
北
側
側
道
沿
い
、
五
条
川
の
西
） 

●
そ
の
他
　
同
一
物
に
複
数
の
入
札
者
が
あ
っ
た

場
合
は
、
金
額
の
高
い
人
を
落
札
者
と
し
ま
す
。

落
札
さ
れ
た
人
は
、
ご
自
分
で
家
ま
で
運
搬
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
清
掃
事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９
１

２
）
ま
で
。 

   

ま
だ
ま
だ
使
え
る
　
ま
た
使
え
る 

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売 

し
ま
す 

（金） 

（木） 

　岩倉市では、昨年から河川管理者である愛知県や警備をお願いしてい

る警察から、河川管理や安全性の面での指導を受けていること、周辺住

民への迷惑や五条川の景観を害するなどの理由により、五条川堤防への

桟敷を設置しておりません。また、市民の皆さんが設置されていました

桟敷についても同様にご協力いただきました。 

　今年も昨年に引き続き、桟敷の設置はご遠慮くださいますようお願い

します。 

●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２）まで。 

桟敷設置をご遠慮ください桟敷設置をご遠慮ください 桟敷設置をご遠慮ください 

　２００４年のキューバの出来事といえば、日本で報道された
のは、１０月にカストロ議長が演説後に転倒し、左ひざと右上
腕骨を骨折したことぐらいかと思いますが、いろいろなことが
ありました。 
　とりわけ印象深かったのはアメリカ合衆国に対する動きです。
４月の国連人権委員会でキューバ人権非難決議案が採択され、
また、５月にアメリカ政府による対キューバ強硬措置が発表さ
れると、キューバ政府はアメリカ政府に対する態度を硬化させ、
５月と６月、ハバナにあるアメリカ利益代表部（＊１）前で大
抗議行動を行いました。５月の抗議行動では、１２０万人もの
市民が動員され、約６時間にわたってデモ行進が行われました。 
　１２月には、アメリカの軍事攻撃の脅威に対抗するものとして、
１８年ぶりに軍事特別訓練が行われ、１週間至るところで国民
が訓練に参加しました。 
　また、同じく１２月、アメリカ利益代表部が、キューバ政府
が昨年摘発した反体制活動家の人数を意味する「７５」をかた
どったクリスマスの飾りを敷地内に設置したところ、キューバ
政府はこれに対抗し、米軍によるイラク人の囚人虐待の写真を
利益代表部前に設置し、ナチスドイツのシンボルである「かぎ
十字」を描くなどし、対立をみせています。 
　他にも、２００４年のキューバは、良くも悪くも、外交ニュ
ースにことかくことがありませんでしたが、国内でもさまざま
なニュースがありました。 
　５月、キューバ政府は、アメリカ政府による新しい対キュー
バ制裁措置により、外貨が不足することが懸念されるため、ドル・
ショップ（＊２）での値上げは避けられないとして、一時的に

ドル・ショップを閉鎖し、２週間後に商品価格の値上げをする
とともに営業を再開しました。至るところで突然商店が閉鎖さ
れた時には、開いているお店を探しまわりながら、不安を感じ
たものです。 
　また、２００４年国民を最も悩ませたのは停電でした。この夏、
キューバ政府はキューバ最大の発電所の故障により、電力の供
給可能量が減少しているため、国民に節電を呼びかけ、政府機
関職員へ休暇の取得を奨励したほか、必要以外の生産活動の一
時停止を指示しました。１０月からは本格的な節電計画が実施
され、毎日最長で１２時間にもおよぶ停電を行い、国内１１８
の工場の操業停止が決定されました。 
　この夏は、地域によっては大きなハリケーン被害も受け、国
民の生活は悩まされました。 
　また１０月には、突然１１月８日から国内での商取引におい
て米ドルの流通を禁止するという決定が下されました。これまで、
多くのサービス業や商店等では米ドルが利用されていたため、
この突然の決定にもまた、ドルを所有する多くの国民は一時困
惑することとなりました。 
　２００５年、革命４６周年を迎えたキューバは、どのような
１年を送るのでしょうか。平和で明るい年となり、また、愛知
万博等の行事を通じて、日本・キューバの友好関係が一層強ま
る１年になれば良いと思います。 
＊１…キューバにはアメリカ合衆国の大使館、総領事館はあり
ません。 
＊２…缶ジュース等の売店からスーパーマーケットまで、米ド
ルを利用する商店。 

愛・地球博　一市町村一国フレンドシップ事業 

在キューバ日本国大使館派遣員 灘　久美子さん 
なだ く　  み　 こ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
岩
倉
市
内
で
は
、
各
地
区
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
防
犯
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
く

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
次
の
防
犯
物
品
を
貸
与
し
ま

す
。 

●
防
犯
物
品
　 

①
犬
用
ペ
ッ
ト
ウ
ェ
ア
…
愛
犬
に
ペ
ッ
ト
ウ
ェ
ア

を
着
用
さ
せ
て
散
歩
と
と
も
に
防
犯
活
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

②
自
動
車
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
板
…
自
動
車
に
マ
グ
ネ

ッ
ト
板
を
付
け
て
走
行
し
防
犯
活
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。 

③
自
転
車
用
プ
レ
ー
ト
…
自
転
車
に
乗
る
と
き
前

か
ご
に
付
け
て
防
犯
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

●
受
付
開
始
日
　
２
月
１
日
　 

●
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

       

　
皆
さ
ん
に
気
軽
に
生
の
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
江
南
市
在
住
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
荻
野

砂
和
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
木
管
三
重
奏
と
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
２
月
４
日
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
く
す
の
き
の
家

（
中
本
町
西
出
口
１５
―
１
） 

●
内
容
　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
贈
る
ピ
ア
ノ
＆
木
管

三
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト 

●
主
な
曲
　
デ
ュ
ビ
エ
ン
タ
の
ト
リ
オ
／
ヘ
ン
デ

ル
、
歌
劇
「
リ
ナ
ル
ド
」
涙
の
流
れ
る
ま
ま
に
／

ヘ
ン
デ
ル
　
ほ
か 

●
出
演 

★
荻
野
砂
和
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
） 

★
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
…
大
西
宣
人
（
フ

ル
ー
ト
）
、
瀬
戸
和
夫
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
、
宇

賀
神
広
宣
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）
、
瀬
戸
佐
智
子
（
ピ

ア
ノ
） 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

防
犯
活
動
に
ご
活
用 

く
だ
さ
い 

地
区
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

〜
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
贈
る
ピ
ア
ノ
＆ 

木
管
三
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
〜 

 

（金） 

（火） 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コーナー、２階には市民ギャラリーやレストランなど、
市民の皆さんに利用していただけるスペースがあります。皆さん、ぜひ、ご利用ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝日、年末および年始は休みです）ただし、レストラ
ンの営業時間は、振替休日を除く月～土曜日の午前９時から午後６時までです。 

市民ギャラリー ミニステージ 

お
ぎ
　

の 

お
お
に
し
の
ぶ
ひ
と 

せ
　
と
　
か
ず
　

お 

う 

が   

じ
ん 

ひ
ろ
の
ぶ 

せ
　
と
　
さ
　
ち
　
こ 

【ロビーコンサート　フルート＆ピアノコンサート】 
●と　き　２月２０日（日）午前１０時３０分～ 
●出演者　市川聖子（フルート）、小島志乃（ピアノ） 
●主な曲　ビゼー／「アルルの女」よりメヌエット、
　モーツァルト／きらきら星変奏曲、ディズニー音
　楽より　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１
　９）まで。 
【いわくら少年少女合唱団～じごくのそうべえ～】 
●と　き　２月２７日（日）午後１時～ 
●出演者　いわくら少年少女合唱団、日本音楽グループ飛鳥 
●内　容　音楽物語「じごくのそうべえ」　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１
　９）まで。 

【岩倉総合高校　デザイン系列作品展】 

●と　き　１月２４日（月）～２月４日（金） 

●問合先　岩倉総合高等学校（☎３７―４１４１）まで。 

【伊勢型紙を楽しむ会　伊勢型紙作品展】 

●と　き　２月７日（月）～１９日（土） 

●問合先　近藤（☎３７―３７１６）まで。 

【創立２８周年記念岩倉ぴんぼけ会写真展】 

●と　き　２月２１日（月）～２７日（日） 

●問合先　吉川（☎６６―３１２１）まで。 

【第６８回岩倉絵画同好会作品展】 

●と　き　２月２８日（月）～３月１２日（土） 

●問合先　丹羽（☎６６―３３３５）まで。 

こ   じま  し　の いちかわ せい  こ 

さ
　
わ
　
こ 
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歯
周
病 

尾
北
歯
科
医
師
会
広
報
部 

健　康健　康 
講　座講　座 
健　康健　康 
講　座講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

し
　
　
し
ゅ
う 

明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
！ 

岩
倉
北
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
私
た
ち
岩
倉
北
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
な
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
て
運
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
・

面
白
さ
を
見
つ
け
な
が
ら
「
続
け
て
い
く
」

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

歯
周
病
を
悪
く
す
る
要
因
は
何
で
す
か
？ 

　
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
隠
れ
て
見
え
な
い

歯
石
と
喫
煙
で
す
。 

　
目
で
見
え
る
と
こ
ろ
に
つ
く
歯
石
よ
り
も
、

歯
と
歯
ぐ
き
の
す
き
間
に
隠
れ
て
見
え
な
い

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
（
歯
と
歯
ぐ
き
の
す
き
間
）

の
中
の
歯
石
が
歯
周
病
を
悪
く
し
ま
す
。 

　
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は
、
吸
わ
な
い
人
よ
り

も
歯
周
病
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
悪
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、
治
療
し
て
も
な
か
な

か
改
善
し
ま
せ
ん
。
ニ
コ
チ
ン
が
血
流
を
悪

く
す
る
た
め
歯
ぐ
き
に
酸
素
や
栄
養
が
行
き

渡
ら
ず
、
歯
ぐ
き
の
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

歯
周
病
が
悪
化
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
ど
う

し
た
ら
わ
か
り
ま
す
か
？ 

　
出
血
は
歯
周
病
の
特
徴
。
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

の
深
さ
で
進
行
の
度
合
い
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
歯
周
病
が
ど
れ
だ
け
進
行
し
て
い
る
か
は
、

歯
ぐ
き
の
状
態
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
歯

ぐ
き
か
ら
の
出
血
は
歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き
に

炎
症
が
あ
る
証
拠
で
、
歯
周
病
の
特
徴
的
な

症
状
と
い
え
ま
す
。 

　
炎
症
が
進
み
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
で
き
る
ほ

ど
に
な
る
と
歯
を
支
え
て
い
る
ア
ゴ
の
骨
の

一
部
で
あ
る
歯
槽
骨
の
破
壊
が
始
ま
り
ま
す
。

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
深
さ
が
４
㍉
㍍
以
上
に
な

る
と
病
状
は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
は
歯
周
病
菌
が
繁
殖

し
や
す
い
環
境
な
の
で
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
、

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
深
さ
が
６
㍉
㍍
以
上
に
な

る
と
歯
槽
骨
の
破
壊
が
さ
ら
に
進
み
、
つ
い

に
は
歯
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。 
  

歯
周
病
は
口
以
外
の
病
気
と
関
係
が
あ
り
ま

す
か
？ 

　
歯
周
病
は
さ
ま
ざ
ま
な
全
身
疾
患
の
リ
ス

ク
に
な
り
ま
す
。 

　
歯
や
歯
ぐ
き
の
健
康
は
口
の
中
だ
け
で
な

く
全
身
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
口
の
中
に
は

何
百
種
類
と
い
う
細
菌
が
生
息
し
て
い
ま
す

が
、
口
か
ら
体
の
中
に
入
り
込
む
と
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
心
臓
病
、
肺
炎
、
糖
尿

病
、
早
産
な
ど
で
す
。
歯
周
病
は
歯
周
病
菌

の
塊
で
あ
る
歯
こ
う
（
プ
ラ
ー
ク
）
や
歯
石

に
よ
る
歯
ぐ
き
の
炎
症
で
す
が
、
た
か
が
口

の
病
気
と
侮
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

  

歯
石
は
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
ま
す
か
？ 

　
歯
科
医
院
に
行
き
専
用
の
器
具
で
取
っ
て

も
ら
い
ま
す
。 

　
歯
石
は
硬
く
、
自
分
で
取
ろ
う
と
す
る
と

歯
ぐ
き
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、

歯
科
医
院
で
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
歯
科
医

院
で
の
歯
石
の
除
去
（
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
）
に

は
、
主
に
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
と
ハ
ン
ド
ス

ケ
ー
ラ
ー
と
い
う
器
具
が
使
わ
れ
ま
す
。 

　
歯
石
を
取
る
こ
と
は
、
歯
周
病
の
予
防
・

治
療
に
大
変
重
要
な
の
で
、
定
期
的
に
歯
科

医
院
で
歯
と
歯
ぐ
き
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も

ら
い
、
歯
石
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

し
　

そ
う
こ
つ 

No.11
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岩倉市国際交流協会 

▲食事を準備している様子 

▲「キューバ　ひと・まち・くらし」の展示 

キューバ料理を味わう皆さん 
▲
 

音
楽
・
ダ
ン
ス
・
料
理
を
楽
し
む 

　
　
　
　
キ
ュ
ー
バ
親
睦
交
流
会
開
催 

　
３
月
に
開
幕
す
る
「
愛
・
地
球
博（
愛
知
万

博
）」に
際
し
て
、
県
内
各
市
町
村
が
参
加
国

と
の
交
流
を
深
め
、応
援
し
よ
う
と
い
う「
一

市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」
の
一

環
と
し
て
、
岩
倉
市
で
は
１２
月
５
日
　
、
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
、「
キ

ュ
ー
バ
親
睦
交
流
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
２
０
０
人
ほ
ど
の
市
民
が
参
加
し
、
キ
ュ

ー
バ
人
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と
バ
ン
ド
に
よ
る
サ

ル
サ
ダ
ン
ス
や
キ
ュ
ー
バ
音
楽
を
楽
し
む
な

ど
、
キ
ュ
ー
バ

へ
の
理
解
と
友

好
を
深
め
る
場

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
ビ

ー
で
は
１１
月
の

キ
ュ
ー
バ
へ
の

旅
の
参
加
者
か

ら
提
供
さ
れ
た

写
真
が
、「
キ
ュ

ー
バ
　
ひ
と
・
ま

ち
・
く
ら
し
」

と
題
し
て
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、
国
際
交

流
協
会
の
会
員
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ

た
キ
ュ
ー
バ
の
家
庭
料
理
の
立
食
パ
ー
テ
ィ

が
催
さ
れ
、
集
ま
っ
た
参
加
者
は
初
め
て
の

味
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー

は
キ
ュ
ー
バ
の
代
表
的
な
ご
飯
料
理
の
ア
ロ

ス
・
コ
ン
グ
リ
を
中
心
に
フ
リ
ホ
ー
レ
ス（
豆

の
煮
込
み
料
理
）
、
マ
サ
・
デ
・
プ
エ
ル
コ

・
フ
リ
ー
タ
（
豚
肉
揚
げ
）
、
キ
ュ
ー
バ
風

ア
ボ
カ
ド
サ
ラ
ダ
、
マ
ン
ゴ
ー
や
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
な
ど
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
、
そ
れ

に
マ
ン
ゴ
ー
ジ
ュ
ー
ス
と
キ
ュ
ー
バ
風
コ
ー

ヒ
ー
で
し
た
。
 

　
準
備
を
担
当
し
た
協
会
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
た
ち
は
、
前
日
に
「
希
望
の
家
」
 

に
集
ま
り
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
名
古
屋
在

住
の
キ
ュ
ー
バ
人
、
カ
ル
ロ
ス
さ
ん
や
フ
ラ

ン
ク
さ
ん
と
一
緒
に
料
理
の
仕
込
み
を
遅
く

ま
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
当
日

の
参
加
者
へ
の
料
理
の
評
判
は
ま
ず
ま
ず
で

し
た
。
 

　
食
事
の
後
に
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
賞
品

を
前
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

　
指
導
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身

が
「
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
も
明
日
。

も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
！！
」
と
い
う
気
持

ち
を
持
て
る
よ
う
に
指
導
し
、
励
ま
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。 

　
練
習
は
、
毎
週
日
曜
日
の
午
前
８
時
〜
１０

時
、
第
１
・
３
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
１１
時

（
高
学
年
対
象
）
に
石
仏
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
夏
に
は
４
年
生
以
上
を
対
象
に
恒

例
の
合
宿
が
あ
り
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
仲
間
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。 

　
サ
ッ
カ
ー
の
大
好
き
な
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一

度
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

●
問
合
先
　
松
原
（
☎
３
７
―
４
４
４
０
）

ま
で
。 

★豆入りご飯にフリホーレスと豚肉を混ぜて食べ
たら美味しかった。（Ｍさん） 
★フリホーレスが真っ黒でビックリ。キューバの
人はこういうのを食べているんですね。（Ｓさん） 
★香辛料の香りがとてもよかった。（Ｉさん） 
★フルーツが美味しそうだったけど、すぐに終わ
ってしまって食べられなかった。残念！（Ｋさん） 
★コーヒーの列が長くて飲めなかった。（Ｔさん） 
★こういう会、またやって欲しい。（Ｎさん） 

（日） 

〈出席者のアンケートから〉 
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●
小
・
中
学
校
へ
の
入
学
ご

　
案
内 

 

　 　
今
春
、
小
学
校
と
中
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
に
入
学
の
ご
案
内

を
し
ま
し
た
。 

　
小
学
校
の
入
学
通
知
は
郵
送
で
、

中
学
校
の
入
学
通
知
は
小
学
校
を
通

じ
て
配
付
し
ま
し
た
。 

▼
入
学
対
象
者 

★
小
学
校
…
平
成
１０
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
１１
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人 

★
中
学
校
…
平
成
４
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人 

※
次
の
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

・
入
学
通
知
が
届
か
な
い
と
き 

・
転
出
等
の
理
由
で
指
定
学
校
に
入 

学
し
な
い
と
き 

・
私
立
学
校
等
に
入
学
す
る
と
き 

　
な
お
、
小
・
中
学
校
新
１
年
生
で 

外
国
人
の
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
外
国
人
登
録
証
明
書
と
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。 

▼
申
請
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課

庶
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
） 

  

●
老
人
保
健
お
よ
び
福
祉
医

　
療
の
受
給
者
証
を
お
持
ち

　
の
人
へ 

  

　
現
在
、
老
人
保
健
お
よ
び
福
祉
医

療
（
乳
幼
児
・
障
害
者
・
母
子
家
庭

等
）
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
は 

次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、 

１４
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

★
居
住
地
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き（
転

居
・
転
出
等
） 

★
世
帯
構
成
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き 

★
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き 

★
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
、
職
場
の
健
康
保
険
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
（
加
入
し
た
り
、
や
め

た
と
き
） 

▼
持
参
す
る
も
の 

・
健
康
保
険
証
と
各
受
給
者
証 

・
印
鑑 

※
届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
、
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保

険
医
療
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

         

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で

は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
２
月
は
、
オ
カ

リ
ナ
の
素
朴
で
心

地
良
い
音
色
を
お

届
し
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
け
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で

す
。 

▼
と
き
　
２
月
１３
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
オ
カ
リ
ナ
い
ぶ
き
の
会 

▼
演
奏
曲
　
「
さ
と
う
き
び
畑
」「
カ

ッ
コ
ー
ワ
ル
ツ
」
「
瀬
戸
の
花
嫁
」

ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

　 

岩
倉
市
音
楽
連
盟 

●
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト 

  

　
今
年
も
岩
倉
市
音
楽
連
盟
に
よ
る

わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。 

　
入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
２
月
１３
日
　
午
後
２
時
〜

３
時
３０
分
（
午
後
１
時
３０
分
開
場
） 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
出
演
団
体
（
出
演
順
）
　
サ
ウ
ン

ズ
・
フ
ェ
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
民
謡
藤
川
会
、
ア
フ
ェ

ッ
ト 

▼
主
催
　
岩
倉
市
音
楽
連
盟 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委

員
会
、
岩
倉
市
文
化
協
会 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

  

●
子
育
て
支
援
講
演
会 

　
　
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

  

　
「
ま
だ
し
ゃ
べ
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん 

相
手
に
ど
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
れ
ば
い
い
の
」
「
何
を
や
っ
て
も

イ
ヤ
の
連
発
！
　
自
己
主
張
と
思
っ

て
み
て
も
ど
う
し
て
い
い
の
か
…
」

「
い
つ
も
、
母
に
ベ
ッ
タ
リ
　
こ
れ

で
い
い
の
？
」
な
ど
な
ど
。 

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） 

（日） 

手続き 

催し  
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・
転
出
等
の
理
由
で
指
定
学
校
に
入 

意
く
だ
さ
い
。 

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

で
い
い
の
？
」
な
ど
な
ど
。 

　
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
や
子
育
て

の
コ
ツ
な
ど
の
お
話
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
２
月
２５
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
く
す
の
き
の
家
ふ
れ
あ

い
交
流
ホ
ー
ル 

▼
テ
ー
マ
　
¬
子
ど
も
と
ど
う
つ
き

あ
う
？
」 

▼
講
師
　
近
藤
直
子
教
授
（
日
本
福

祉
大
学
） 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
受
付
　
２
月
１０
日
　
か
ら
受

け
付
け
ま
す
（
平
日
は
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
の
間
で
お
願
い
し
ま
す
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　

３
８
―
３
９
１
１
）  

  

●
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
と

　
子
ど
も
た
ち
の
わ
い
わ

　
い
広
場 

  

　
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
日
ご

ろ
の
活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て
「
活

動
発
表
会
」
を
行
い
ま
す
。 

　
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
「
マ
ー
マ
レ

イ
ド
」
の
人
形
劇
や
児
童
館
を
利
用

す
る
子
ど
も
た
ち
が
踊
り
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。
作
品
の
展
示
も
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
２
月
１９
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館 

▼
内
容
　
人
形
劇
、
子
ど
も
た
ち
の

舞
台
発
表
、
お
茶
会
、
作
品
展
示
、

手
芸
、
あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎
３
８

―
１
１
０
６
）
ま
た
は
、
各
児
童
館 

         

●
水
道
料
金
の
検
針
員
・
徴
収
員 

  

　
水
道
料
金
の
検
針
お
よ
び
徴
収
業

務
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
検
針
員
・

徴
収
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
で

６４
歳
以
下
の
健
康
な
人 

▼
採
用
人
数
　
１
人 

▼
採
用
日
　
４
月
１
日 

▼
応
募
期
間
　
２
月
１
日
　
〜
１５
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
） 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
） 

▼
報
酬
等
　
検
針
１
件
に
つ
き
６０
円
、

徴
収
１
件
に
つ
き
１
０
５
円 

▼
面
接
日
時
　
２
月
２８
日
　
午
後
２

時 ▼
面
接
場
所
　
市
役
所
３
階
会
議
室

４ ▼
申
込
・
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
６
） 

  

●
児
童
館
・
地
域
交
流
セ
ン
タ

　
ー
み
ど
り
の
家
パ
ー
ト
職
員 

  

　
児
童
館
お
よ
び
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
パ
ー
ト
職
員
の
登
録

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登
録

の
あ
る
人
か
ら
必
要
に
応
じ
て
パ
ー

ト
職
員
の
採
用
を
し
て
い
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
６５
歳
ま
で
の
健
康
な

人
（
保
育
士
・
教
員
資
格
等
を
有
す

る
人
を
優
先
し
ま
す
が
、
資
格
の
な

い
人
も
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

  

●
小
・
中
学
校
臨
時
講
師
お

　
よ
び
補
助
職
員 

  
　
平
成
１７
年
度
採
用
の
臨
時
講
師
お

よ
び
補
助
職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
勤
務
内
容
等
　
表
の
と
お
り 

▼
採
用
日
　
４
月
１
日 

▼
応
募
資
格
　
６０
歳
未
満
の
人 

▼
謝
礼
　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給 

▼
応
募
期
間
　
２
月
１
日
　
〜
１４
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
） 

▼
提
出
書
類
　
学
校
教
育
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
） 

（金） 

（木） 

（土） 

（金） 
（火） 

（火） 

（火） 

（月） 

（金） 

（月） 

小・中学校臨時講師および補助職員勤務内容表 
職　名 

小学校で担任とチームティーチン 
グにより英語の授業をする。 

１日４時間 
週４日勤務 

外国語教育 
臨時講師 

外国人児童 
生徒向け 
臨時講師 

少人数授業 
等臨時講師 

養護教諭 
補助職員 

個別指導 
臨時講師 

図書館司書 
補助員 

ポルトガル語圏の児童生徒に学習 
や生活等の指導および保護者と学 
校等の連絡をする。 

１日７.５時間 
原則として月～金曜日 
の５日間 

小・中学校で個々の学習状況に応 
じたきめ細かい指導をするための 
補助をする。 

１日４時間 
原則として月～金曜日 
の５日間 

小学校教員免許または、 
中学校（数学・理科・ 
英語・国語）教員免許 

養護教諭の補助として、検診や保 
健事務をする。 

１日４時間 
原則として月～金曜日 
の５日間 

養護教諭・看護師免許 
（優先） 

障害をもつ子どもの学習および学 
校生活の指導および支援をする。 

１日６時間または７時間 
原則として月～金曜日 
の５日間 

教員免許（優先） 

小・中学校の図書館の環境整備お 
よび図書の貸出・返却、読書指導 
をする。 

１日２時間 
原則として月～金曜日 
の５日間 

図書館司書免許 
（優先） 

２人 

１人 

５人 

２人 

２人 

７人 

４月から７月 
までの４か月間 

勤務内容 勤務時間等  資　格 人数 雇用期間 

４月から翌年３月 
までの1年間 

募集  
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こ
ん
ど
う
な
お  

こ 



  

　 

―
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
― 

●
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
指
導
員 

  

　
毎
週
土
曜
日
に
小
・
中
学
校
を
活

用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

活
動
し
、
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
は
、
子
ど

も
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
学
習
活
動
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
、
地
域

の
大
人
の
力
を
結
集
し
て
支
援
す
る

活
動
で
す
。 

　
子
ど
も
教
室
の
指
導
員
と
し
て
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま

す
。
子
ど
も
が
好
き
な
人
で
あ
れ
ば
、

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
遊
び
や
学
習
の
分
野
で
指
導
員

と
し
て
登
録
し
ま
せ
ん
か
。 

▼
指
導
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
（
た
だ
し
、
夏
休
み
な
ど

長
期
休
業
期
間
は
除
き
ま
す
） 

▼
指
導
場
所
　
市
内
各
小
・
中
学
校 

▼
指
導
内
容
　
小
学
生
…
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
学
習
活
動
、
中
学
生
…
学
習

指
導 

▼
募
集
対
象
　
１８
歳
〜
６５
歳
の
健
康

な
人 

▼
募
集
人
数
　
５
人
程
度 

▼
謝
礼
　
１
時
間
１
千
円 

▼
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
に
用
意

し
て
あ
る
所
定
の
履
歴
書
に
記
入
の

う
え
２
月
２５
日
　
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

  

●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
出
店
者 

  

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
駐
車
場
で

開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
３
月
１３
日
　
午
前
９
時
〜

正
午
（
雨
天
の
場
合
は
２０
日
　
に
延

期
） 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

▼
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗（
先
着
順
） 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
当
た
り

間
口
３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の
予
定 

▼
募
集
期
間
　
２
月
１０
日
　
〜 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上
の
個
人 

▼
出
店
費
用
　
無
料 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】 

　
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
品

物
、
営
利
を
目
的
と
し
た
物
を
販
売

す
る
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、

販
売
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
に
用
意

し
て
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
１
人
に
つ
き
１
店
舗
で
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

         

●
い
き
い
き
介
護
教
室 

　
〜
寝
た
き
り
、
認
知
症
（
痴
呆
）

　
を
防
ご
う
！
〜 

  

　
「
老
い
」
は
誰
に
で
も
お
と
ず
れ

る
も
の
。
介
護
に
必
要
な
知
識
や
高

齢
者
の
ケ
ア
に
つ
い
て
な
ど
、
介
護

す
る
側
、
さ
れ
る
側
に
立
っ
て
学
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
・
内
容
　
表
の
と
お
り 

                

          

▼
対
象
　
介
護
を
し
て
い
る
人
ま
た

は
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い(

電
話
可)

。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

  

●
心
の
健
康
講
座 

  

　
精
神
障
害
を
持
つ
人
は
、
自
分
の

人
生
に
つ
い
て
考
え
、
ど
う
生
き
て

い
っ
て
よ
い
の
か
模
索
し
て
い
ま
す
。

そ
の
人
の
持
つ
可
能
性
に
本
人
や
周

囲
の
人
々
が
気
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
人
の
人
生
が
よ
り
実
り
あ
る
も

の
に
な
り
ま
す
。
精
神
障
害
を
持
つ

人
が
豊
か
に
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

▼
テ
ー
マ
　
「
明
る
い
未
来
に
向
け

て
　
〜
精
神
障
害
を
持
ち
な
が
ら
豊

か
に
生
き
る
〜
」 

▼
講
師
　
野
中
猛
教
授
（
日
本
福
祉

大
学
、精
神
科
医
師
、臨
床
心
理
士
） 

▼
紹
介
施
設
　
し
ら
ゆ
り
作
業
所
、

ひ
ま
わ
り
会
、
援
護
寮
ア
ー
ク
ヒ
ル

ズ
、
通
所
授
産
施
設
来
果
、
尾
張
北

部
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

▼
と
き
　
２
月
２２
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ

ー
フ
ロ
イ
デ
２
階
多
目
的
研
修
室 

▼
対
象
者
　
精
神
障
害
に
関
心
の
あ

る
人
、
精
神
障
害
を
持
つ
人
お
よ
び

そ
の
家
族 

▼
定
員
　
１
２
０
人 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
尾
張
北
部
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
６
８
―
６

３
―
０
２
２
１
）
お
よ
び
江
南
保
健

所
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
）
で
受
け

付
け
ま
す
（
先
着
順
、
電
話
可
）
。 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

                    

（金） 

（木） 

（火） 

（日） 

（日） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

２月１６日 
（水） 

２月２２日 
（火） 
３月４日 
（金） 
３月１０日 
（木） 
３月１６日 
（水） 

講義「年をとるってどんなふう？」 

「おいしく食べて 
  いつまでも元気に」 

保健師 

栄養士 

講演「よりそってともに 
　　 歩む介護」 

精神科 
ソーシャルワーカー 

講義「見落としていませんか？  
　　 お口と足のケア」 

保健師、 
歯科衛生士 

講義「からだをほぐして 
　　 いきいきと！」 

保健師、 
作業療法士 

講義「知っておくと安心 
　　 岩倉市の福祉サービス」 

岩倉中央在宅介護 
支援センター相談員 

と　き 内　容 講　師 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

　消防署では、通報を受けてから救急車が到着するまでの

間、身近にいる人が適切な応急手当ができるよう、心肺蘇

生法や止血法の講習会を行います。 

　と　　き　毎月９日午後１時３０分～ 

　と こ ろ　消防署２階大会議室 

　申込方法　随時、消防署で受け付けています（電話可）。 

　問 合 先　消防署（☎３７―５３３３） 

普通救命講習会 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

の  

な
か 

た
け
し 

ら
い
　

か 

ほ
う 
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教室  



し
て
あ
る
所
定
の
履
歴
書
に
記
入
の

う
え
２
月
２５
日
　
ま
で
に
提
出
し
て

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

  

大
学
、精
神
科
医
師
、臨
床
心
理
士
） 

▼
紹
介
施
設
　
し
ら
ゆ
り
作
業
所
、

   

         

　 

２
月
１
日
〜
７
日
は
生
活
習
慣

　 

病
予
防
週
間 

●
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う 

  

　
今
年
度
は
５
千
６
１
２
人
が
基
本

健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
見
る
と
要
医
療
の
判
定
を

受
け
た
人
が
４５
・
６
㌫
で
し
た
。
要

医
療
と
な
っ
た
項
目
で
は
高
脂
血
症
、

高
血
圧
症
が
上
位
を
占
め
、
い
ず
れ

も
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ

る
も
の
ば
か
り
で
す
。
要
観
察
・
要

指
導
の
う
ち
に
自
分
自
身
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。 

            

生
活
習
慣
病
っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

　
生
活
習
慣
病
は
、
食
事
・
運
動
・

休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
毎
日
の
生

活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
発
症
、

進
行
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。
気
が

つ
い
た
と
き
に
は
、
病
気
が
な
か
な 

か
回
復
し
に
く
い
段
階
ま
で
悪
化
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
主
な

生
活
習
慣
病
に
は
、
が
ん
・
脳
血
管

疾
患
・
心
臓
病
の
よ
う
に
、
直
接
の

死
因
と
な
る
も
の
や
、
糖
尿
病
・
高

血
圧
症
・
高
脂
血
症
・
歯
周
病
な
ど

悪
化
す
る
こ
と
で
他
の
疾
病
を
引
き

起
こ
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
健
康
診
査
の
結
果
を
活
か
し
て
、

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
！ 

　
毎
週
木
曜
日
の
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
日
」
に
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
１１
時
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

  

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査 

  

　
江
南
保
健
所
で
は
、
H
I
V
抗
体

検
査
と
併
せ
て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
（
予
約
の
必
要
な
し
） 

※
４
月
以
降
は
日
程
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所 

▼
検
査
内
容
　
Ｃ
型
肝
炎
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ

抗
体
検
査
）  

▼
検
査
費
用
　
２
千
６
１
０
円 

※
Ｂ
型
肝
炎
（
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
）

を
併
せ
て
実
施
し
た
場
合
は
２
千

８
８
０
円
で
す
。 

▼
検
査
結
果
　
１
週
間
後
に
保
健
所

で
お
渡
し
し
ま
す
（
た
だ
し
、
返
信

用
封
筒
、
切
手
を
持
参
す
れ
ば
郵
送

も
可
）
。 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
衛
生
課

（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

  

●
講
演
会｢

成
長
ホ
ル
モ
ン
分
泌

　
不
全
性
低
身
長
症
に
つ
い
て｣ 

  

　
子
ど
も
の
身
長
が
低
い
こ
と
で
心

配
の
あ
る
人
、
す
で
に
治
療
中
の
人

な
ど
、
こ
の
機
会
に
低
身
長
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

▼
と
き
　
３
月
１
日
　
午
後
２
時
〜

３
時
４５
分 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所
３
階
大
会

議
室 

▼
テ
ー
マ
　
成
長
ホ
ル
モ
ン
分
泌
不

全
性
低
身
長
症
の
基
礎
知
識
（
病
気

の
理
解
と
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
） 

▼
講
師
　
西
村
直
子
さ
ん
（
愛
知
県

厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
昭
和
病

院
第
二
小
児
科
部
長
） 

▼
対
象
　
成
長
ホ
ル
モ
ン
分
泌
不
全

性
低
身
長
症
児
の
保
護
者
ま
た
は
、

子
ど
も
の
身
長
が
低
い
こ
と
で
心
配

の
あ
る
人 

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
方
法
　
２
月
１
日
　
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地

域
保
健
課
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間 

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

登
録
物
品
（
１
月
１４
日
現
在
） 

▼
あ
げ
ま
す
　
女
児
靴
（
１７
㌢
㍍
）
、

男
児
服
（
７５
、
８０
㌢
㍍
）
、
ベ
ッ
ド
、 

犬
小
屋（
大
）
、三
輪
車（
大
人
用
）
、 

万
歩
計
、
子
ど
も
服
（
男
、
９０
〜
９５ 

㌢
㍍
）
、
小
学
校
入
学
式
用
フ
ォ
ー

マ
ル
ウ
エ
ア
（
女
子
用
）
、
か
め
の

こ
う
、
石
臼
（
杵
付
き
）
　 

▼
求
め
ま
す
　
布
オ
ム
ツ
、
オ
ム
ツ

カ
バ
ー  

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

（金） 

（火） 

（火） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

２月１
（水

２月２
（火
３月
（金
３月１
（木
３月１
（水

と

　消防

間、身

生法や

　と　

　と 

　申込

　問 

ＢＣＧ接種をお忘れなく 
 

　結核予防法の一部改正により、平成１７年４月からツベ
ルクリン反応検査が廃止となり直接ＢＣＧ接種となります。
それに伴い、接種年齢が現在の「３か月～４歳未満までに
接種する」から「生後３か月～生後６か月未満までに接種
する」に変更になります。そのため、平成１７年４月１日
以降は生後６か月を過ぎると保健センターでＢＣＧ接種を
受けることができなくなりますので、現在、４歳未満でＢ
ＣＧ接種がまだお済みでない人は、平成１７年３月３１日
までにお済ませください。 
　２月から３月までの日程は次のとおりです。 
　ツベルクリン　２月１４日（月）、３月９日（水）・２８日
（月） 
　Ｂ Ｃ Ｇ　２月１６日（水）、３月１１日（金）・３０日
（水） 
　対象年齢　生後３か月～４歳未満 
　実施場所　保健センター 
　問 合 先　保健センター（☎３７―３５１１） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

平成１６年度基本健康診査 
結果内訳（総計） 

要医療 
４５.６％ 

要指導 
３９.４％ 

異常なし １.５％ 

要観察 １３.５％ 

に
し 

む
ら 

な
お
　
こ 
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岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

  

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

　
献
血
は
、
１６
歳
か
ら
６９
歳
（
た
だ

し
、
６５
歳
か
ら
６９
歳
ま
で
の
人
は
、

６０
歳
か
ら
６４
歳
の
間
に
献
血
し
た
こ

と
の
あ
る
人
の
み
）
の
人
に
で
き
る

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
２０
日
　
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
）  

  

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
２
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・ 

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用 

　
徹
底
強
化
旬
間 

　 

 

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ 

ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
、
法
的
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

万
一
、
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
安
全

性
が
確
保
さ
れ
、
身
体
保
護
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
四
輪
車
乗
車
中
に
交
通

事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の
７
割
近
く

が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
ら 

ず
、
こ
の
う
ち
６
割
近
く
の
人
が
シ 

ー
ト
ベ
ル
ト
さ
え
締
め
て
い
た
ら
助

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
ま
さ
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱

で
あ
り
、
交
通
死
亡
事
故
を
減
少
さ

せ
る
最
も
効
率
的
な
対
策
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら
自
動
車
乗

車
中
の
６
歳
未
満
の
幼
児
に
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
着
用
率
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
に
比
べ
て
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
愛
知
県
で
は
、
２
月
１１ 

日
　
か
ら
２０
日
　
ま
で
の
１０
日
間
を 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー 

ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間
と
し
、
さ
ま 

ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
岩
倉
市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

▼
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
） 

（日） 

（金） 

（日） 

新
着
図
書
の
紹
介 

★
高
橋
尚
子
　
失
わ
れ
た
夏 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
井
克
行
　
著

　
　
　
　
　
分
類
　
一
般
　
７
８
２ 

               

　
ど
ん
な
条
件
で
も
圧
倒
的
な
強
さ 

を
見
せ
続
け
た
高
橋
尚
子
。
だ
が
、 

ア
テ
ネ
五
輪
選
考
レ
ー
ス
の
東
京
国 

際
、
ま
さ
か
の
調
整
ミ
ス
で
彼
女
は 

ア
テ
ネ
と
い
う
夏
を
失
っ
た
。
戦
国 

期
に
突
入
し
た
女
子
マ
ラ
ソ
ン
界
の 

展
望
と
高
橋
復
活
の
可
能
性
を
探
る 

野
心
作
で
す
。 

★
金
な
し
コ
ネ
な
し
経
験
な

　
し
社
長
の
超
・
経
営
術 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
井
由
妃
　
著 

　
　
　
　
　
分
類
　
一
般
　
３
３
５ 

             

　
抱
腹
絶
倒
の
実
体
験
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
「
小
さ
く
て
強
い
会
社
」
の

作
り
方
。
１０
年
で
年
商
１０
億
。
銀
座

で
自
社
ビ
ル
ま
で
持
つ
超
・
優
良
企

業
に
な
っ
た
コ
ツ
と
は
？
　
「
マ
ネ

ー
の
虎
」
で
も
お
な
じ
み
、
話
題
の

女
社
長
が
す
べ
て
を
語
っ
た
本
で
す
。 

   

★
藤
壺
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴 

★
白
の
月
　
　
　
　
　
　
谷
村
志
穂 

★
日
本
の
名
車
　
　
　
　
　
岩
佐
徹 

★
反
成
績
教
育
　
　
　
　
田
中
正
男 

★
「
人
に
自
慢
で
き
る
夫
」
の
作
り 

方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
盛
浦
子 

★
上
手
な
医
者
の
か
か
り
方 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
義
隆 

★
義
経
の
竜
虎
　
　
　
風
野
真
知
雄 

愛・地球博 ここが見どころ～瀬戸愛知県館～ 
 
愛・地球博 ここが見どころ～瀬戸愛知県館～ 
 　愛知万博は、いよいよ今年の３月２５日（金）に開幕します。
愛知県は、長久手・瀬戸の両会場にパビリオンを出展します。
今回は、瀬戸愛知県館の展示内容を紹介します。 
森の書斎（ライブラリー空間） 
　江戸時代に描かれた一大博物図譜「本草図説（西尾市岩瀬文
庫所蔵）」から愛知県内の動植物種を拾い上げてパネル化し、
山から海まで配置して愛知の自然界を表現します。その中に描
かれた、愛知県内で絶滅が危ぐされている生きものたちの姿と、
昔の人たちがその生きものたちとどのように向き合ってきたか
を紹介することで、自然と人間の望ましい関係を考えるきっか
けとしてもらいます。 
森の劇場（シアター空間） 
　特殊ビジョンと椅子席に設けられた１５０個以上のスピーカ
ーによる立体音響システムを駆使した、臨場感豊かな大迫力シ
アターです。私たちの身近にある森が創り出す幻想的な世界、
生命の感動をお届けします。不思議な虫の世界や、次々と姿を
変える森の一瞬の表情がドラマチックに映し出されるとともに、
森のかすかなざわめき、鳥や虫の音、川のせせらぎなど、森が
奏でるさまざま音が重なり合いながらシアターを包み込みます。 
　問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報グループ（☎
０５２―９６２―４０２７）、ホームページhttp://www.pref. 
aichi.jp/expo/

▼  

う
す  

い
　 

ゆ
　
き 

く
ろ  

い  

か
つ 

ゆ
き 

ほんぞう　ず　せつ 
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資金管理法人 
（財）自動車リサイクル促進センター 

新車販売店等 購入時 新車 

運輸支局等内または 
近傍の団体 
整備事業者など 

最初の 
車検時 
までに 

自治体に登録した 
引取業者 

廃車時 

今お乗りの 
クルマ 

車検前に 
廃車する場合 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談
室となっていますので、お気軽にご相談くださ
い。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼
の休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日(祝日、振替休日を除く) 
　午前９時～午後４時 
■税務相談 
　２月　３日（木）午後１時～４時 
■女性悩みごと相談 
　２月　４日（金）午後１時～３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　２月　６日（日）午後１時～３時 
　２月２０日（日）午後１時～３時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　２月　８日（火）午後１時～４時 
　２月２３日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順
延）午前９時から、市民相談室で当月分の予約
を受け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
　２月　９日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　２月１０日（木）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　２月１８日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
　２月２８日（月）午前１０時～午後３時 
 
  
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩
みは、一人でくよくよしていても、何の解決に
もなりません。経験豊かなボランティアが電話
で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝
日、振替休日を除く） 

み  　     な  　　　             な         や         む         な 

●心の相談電話  ☎３７－７８６７ 

▼
 

▼
 

  

●
教
育
相
談 
  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を 

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
２
月
１４
日
　
・
２８
日
　
午

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月 

第
２
・
４
月
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
予
約
優
先
）
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

  

●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
育
児
に
つ
い
て
相
談
す
る
人
が

い
な
く
て
…
」
「
な
か
な
か
話
さ
な

い
け
ど
、
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
の
で

は
…
」
な
ど
。 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

                 

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 

（月） 

（月） 

電話相談 相談場所 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援 
センター 

東部保育園内 
子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

※いずれも、祝日、振替休日を除きます。 

Ｑ：自動車リサイクル法って何？ 
Ａ：ごみを減らし、資源を大切にする循環型の社会をつくるために、自動
車メーカー・輸入業者、関連事業者、車の所有者、それぞれの役割を定め、
自動車のリサイクルを進める法律です。車の所有者の皆さんには、リサイ
クル料金の支払いが必要になりました。  
Ｑ：リサイクル料金はいくらかかるの？ 
Ａ：車のメーカー、車種によって１台ごとに違います。  
※シュレッダーダストの発生見込み量やフロン類・エアバッグ類の装備状
況などによって決まります。具体的な金額は自動車メーカー・輸入業者各
社が公表していますので、各社のホームページなどでご確認ください（シ
ュレッダーダスト…車の解体・破砕後に残るプラスチックくずなど）。 
Ｑ：リサイクル料金はいつ払うの？ 
Ａ：新車を購入される時あるいは、今、乗っている車の車検時までに、ま
た、車検を受けずに廃車する場合は廃車時にお支払いください。なお、車
検時や廃車時のリサイクル料金の支払いは、整備事業者などに代行を依頼
することができます。この場合、リサイクル料金とは別に手数料や費用が
かかることがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ：私たちが支払うリサイクル料金は何に使われるの？ 
Ａ：車のリサイクルの障害になっているシュレッダーダスト、フロン類、
エアバッグ類のリサイクルと適正処理のために使われます。地球環境を守
るために、車の所有者に果たしていただく重要な役割だということにご理
解をお願いします。  
　問合先　自動車リサイクルシステムコンタクトセンター（☎０３―５６
７３―７３９６）または、財団法人自動車リサイクル促進センターホーム
ページアドレスhttp://www.jarc.or.jp

教えて　自動車リサイクル法

▼  

く
　
ぼ  

ま
こ
と 
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「初めは緊張で、最後は興奮で手が震えました！　み
んなで一緒に最高の晴れ舞台で大人への一歩を踏み出
せたと思います」（丹羽裕美:委員長） 
「きつい時もあったけど、最後はみんなと一つになれ
て最高の成人式になってうれしかった！」（岡崎真規
子:副委員長） 

　
八
剱
町
の
武
藤
裕
光
・
志
乃
さ
ん
の
長

女
萌
音
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
と
二
女
寧
音
ち

ゃ
ん
（
２
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
萌
音
ち
ゃ
ん
は
今
年
４
歳
に
な
り
、
幼

稚
園
で
年
中
さ
ん
で
す
ね
。
寧
音
ち
ゃ
ん

も
今
年
は
３
歳
に
な
り
、
萌
音
ち
ゃ
ん
と

同
じ
幼
稚
園
に
行
き
ま
す
ね
。 

　
二
人
は
年
が
近
い
の
で
、
き
っ
と
大
き

く
な
っ
て
も
お
互
い
に
良
い
相
談
相
手
に

な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
幼
稚
園
に
行
っ
て
も
二
人
と
も
仲
良
く

元
気
な
姿
を
見
せ
て
ね
。 

 

む  

と
う 

ひ
ろ 

み
つ 

し
　
の 

萌
音
ち
ゃ
ん 

寧
音
ち
ゃ
ん 

も     

ね 

ね     

ね 

（右） （左） 

 　１月９日（日）、平成１７年の新成人のつどいが開催
されました。 
　岩倉市の新成人のつどいは、その年に成人を迎える実
行委員の皆さんに企画・進行をお任せしています。長い
期間企画の準備やハンドベルの練習などを積み重ね、華
やかに行われた新成人のつどいを終えて、今年の実行委
員９人の皆さんに感想をお聞きしました。 

　９人の心が一つになって成功させた「新成人のつど
い」。それぞれの心にかけがえのない思い出として残っ
たようです。 
　平成１８年新成人のつどいの実行委員を、６月ころに
広報で募集する予定です。今年新たに成人を迎える皆さ
ん。皆さんも自分の手で企画した式で新しい門出を祝っ
てみませんか？ 

新成人のつどい実行委員 

「頑張りました！」（佐々木万美:会計） 
「ハンドベルの練習は大変だったけど楽しくできまし
た。いい思い出ができて良かったです」（丹羽幸代） 
「二十歳という特別なときに貴重な経験ができて良か
ったです」（　本香織） 
「自分たちで式を作り上げたことによって、仲間との
絆とみんなの温かい気持ちを感じることが出来てとて
もうれしかったです」（松本光代） 
「人生に１度しかない成人式に実行委員をやることが
でき、とても良い思い出になりました！」（宮島洋子） 
「見聞を広め、自分で見極め選択できる大人になるよ
う努めます」（山城幸奈） 
「成人式を皆で迎えられて良かったです。気持ちも新
たに素敵な大人を目指して日々精進していきたいと思
います」（山路浩加） 

に　 わ  ひろ  み 

おか ざき  ま    き 

こ 

さ　 さ　き　 ま　み 

に　 わ  さち  よ 

はま もと  か  おり 

は　た　ち 

まつ もと みつ  よ 

みや じま よう こ 

やま しろ ゆき  な 

やま   じ  ひろ  か 
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防災ボランティア支援本部の仕組みを�
知って被災者の自立を支援しよう！

し　 みず　　　　ひろ　あき 

●あいち防災リーダー　　清水　敬明 

　
大
地
町
の
勅
使
英
博
・
深
雪
さ
ん
の
長

女
愛
実
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
と
長
男
賢
吾
く

ん
（
５
か
月
）
。 

 

●
お
父
さ
ん
の
一
言 

　
最
近
い
ろ
ん
な
言
葉
を
覚
え
て
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
愛
実
。
静
か
に
ニ
タ
ー
っ
と

笑
っ
て
い
る
ち
ょ
っ
と
太
め
の
賢
吾
。
平

日
は
仕
事
で
お
そ
く
て
あ
ま
り
会
え
な
い

け
ど
、
二
人
の
寝
顔
が
一
日
の
疲
れ
を
い

や
し
て
く
れ
る
よ
。 

　
人
の
痛
み
が
わ
か
る
優
し
く
て
心
の
大

き
な
人
に
な
っ
て
ね
。 

　
親
の
独
り
言
「
目
指
す
な
ら
大
リ
ー
ガ

ー
な
ん
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
！？
」 

て
　
し   

ひ
で 

ひ
ろ 

み  

ゆ
き 

愛
実
ち
ゃ
ん 

賢
吾
く
ん 

ま
な   

み 

け
ん   

ご 

（右） 
（左） 

　昨年末、甚大な被害を発生させた新潟県中越地震では、
救援にかけつけたボランティアと救援ニーズとの需給調
整がうまくとれなかったため、ボランティア活動が十分
に生かされなかった状況がテレビや新聞で報道されてい
ました。 
　災害時に、被災された人とボランティアを結びつけ、
ボランティア活動が効率的に進められ、被災者が自ら立
ち直っていただく事を支援する目的でボランティア支援
本部が設置されます。 
　岩倉市でも大震災などの災害が発生した場合には、岩
倉市地域防災計画に基づいてボランティア支援本部が設
置され、迅速できめ細かいボランティア活動を支援する
ことになります。 

ボランティア支援本部の設置 

災 害 発 生  

安全性、経済性、作業負荷 
の程度、営利性などを確認 
し、受理の可否を審査する 

安 全 性 確 認 後 支 援 活 動 を 実 施  

ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 本 部 の 仕 組 み  

被災者からのニーズの受付 
１.事前オリエンテーション（被災地 
　の状況、ボランティア活動の説明） 
２.活動の紹介 
３.活動オリエンテーション（活動内 
　容の説明、安全についての注意） 
４.活動報告を取りまとめ、活動内容 
　へ反映 

救援ボランティアの受付 

ボランティア支援本部（コーディネーター） 

公的機関の救援活動 

・ボランティアコーディネーター集合 
・支援本部開設のＰＲ 
・ボランティア募集 
・被災者からのニーズ受付・調整 

ボランティア支援本部 

災 害 対 策 本 部  

消防本部 自衛隊 日本赤十字社 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請 

災害発生 
２～３日後 

受付（ボランテ 
ィア保険加入） 
活動選択、活動 
報告 

被災者 

１.安否確認 
２.被災家屋の後片付け・清掃 
３.家財道具の搬出・運搬 
４.不明者の捜索 
５.救援物資の集配・整理 
６.物資の運搬 
７.各種情報収集と提供 
８.避難所での支援　ほか 
 

救援の要請 救援 
ボランティア 
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▲柴田さんとホテル・アソシアのスタッフ 

▲南中の特徴は何といっても白亜の校舎と 
　赤レンガ、観察池には「コイタロウ」親 
　子が元気に泳ぎ、えさをねだります。 

▲岩倉の「い」をかたどった中庭花壇 

※後列右から２人目が蒲選手 

南 中 の 教 育 プ ラ ン南 中 の 教 育 プ ラ ン
教
育
講
演
会
 

　
南
部
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
へ
の
夢

を
育
み
、
夢
を
語
り
合
え
る
よ
う
な
教
育
活
動
を
実

践
す
る
た
め
に
本
校
独
自
の
講
演
会
を
企
画
し
、
好

評
を
得
ま
し
た
。
 

　
１２
月
１
日
　
に
体
育
館
で
全
校
生
徒
・
保
護
者
対

象
に
名
古
屋
駅
前
の
ホ
テ
ル
・
ア
ソ
シ
ア
名
古
屋
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
総
支
配
人
柴
田
秋
雄
さ
ん
を
招
い
て
「
夢

に
向
か
っ
て
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
を
開
き
ま
し

た
。
 

　
学
歴
や
能
力
を
持
っ
て
い
て
も
、
や
る
気
「
意
欲
」

が
な
け
れ
ば
社
会
に
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
や
、
障

害
を
持
っ
て
い
て
も
十
分
社
会
で
や
っ
て
い
け
る
こ

と
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
職
業
体
験
学
習
と
結
び
つ
け
て
実
習
指

導
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
も
約
束
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
場
で
終
わ
る
講
演
会
で
な
く
、
意
義
の
あ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

中
庭
花
壇
の
整
備
 

　
夢
と
潤
い
と
安
心
感
に
あ
ふ
れ
た
教
育
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
中
庭
の
花
壇
を
赤
レ
ン
ガ
で
整
備
し
ま

し
た
。
 

　
本
校
の
中
庭
は
、
赤
レ
ン
ガ
を
基
調
と
し
て
ス
ペ

イ
ン
の
パ
テ
ィ
オ
を
思
わ
せ
る
雰
囲
気
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ご
来
校
の
折
に
は
、
ぜ
ひ
、
中
庭
で
四
季
の

花
々
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
 

中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
の
活
躍
 

　
昨
年
に
続
き
、
柔
道
女
子
が
今
年
も
県
大
会
団
体

戦
で
優
勝
し
、
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
愛
知
県
代
表
と
し
て
東
海
大
会
第
３
位

や
全
国
大
会
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
女
子

個
人
戦
で
は
、
蒲
春
輝
選
手
が
東
海
大
会
優
勝
、
全

国
大
会
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
 

（水） 

平
成
１６
年
度
県
大
会
 

団
体
優
勝
 

柔
道
部
女
子
 

平
成
１６
年
度
　
　
　
　
 

全
国
大
会
第
３
位
 

蒲
　
春
輝
 

か
ば 

は
る  

き 

平成１６年度大会出場者名 
県大会 
★柔道男子団体…伊藤光、青木悟、大石哲也、池内健人、 

　　　　　　　　岩下嵩弘、村瀬卓也、深石譲 

★柔道女子団体…上垣内里奈、蒲春輝、小川朋恵、藤本茉佑 
★柔道男子個人…池内健人、岩下嵩弘 
★柔道女子個人…蒲春輝、上垣内里奈、小川朋恵、藤本茉佑、 

　　　　　　　　池戸美咲、川原理沙、齋藤麻奈美 

★陸上男子個人…村瀬義尚、鈴木優紀 

★陸上女子個人…大久保美希 

★水泳女子個人…水谷優花 
東海大会 
★柔道女子団体…上垣内里奈、蒲春輝、小川朋恵、藤本茉佑 
★柔道女子個人…蒲春輝、小川朋恵 
★水泳女子個人…水谷優花 
全国大会 
★柔道女子団体…蒲春輝、上垣内里奈、小川朋恵、藤本茉佑 
★柔道女子個人…蒲春輝 

い とうひかる 

いわしたたかひろ 

かみがい と    り    な お がわとも え ふじもと    ま         ゆ 

さいとう ま   な   み いけ ど   み  さき かわはら り   さ 

むら  せ  よし ひさ すず   き   ゆう  き 

おお  く     ぼ     み    き 

みず たに ゆう  か 

むら せ  たく や ふかいしゆずる 

あお き さとる おおいしてつ や いけうちけん  と 

し
ば
 

た
 

あ
き
 

お
 

南部中学校 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　１月９日、岩倉北小学校グラウンドで消防出初式
が行われ、消防団員、婦人防火クラブ員、消防職
員１７５人が参加しました。 
　時折小雪がちらつく寒い日でしたが、消防団員や
婦人防火クラブ員による分列行進や永年の功労に対
する表彰などの式典が行われました。 
　式の最後には、新春の空に向けて初放水が行われ、
防火・防災に対する士気を高めました。 

　１月９日、新成人のつどいが開催され、会場の総
合体育文化センターは、色とりどりの振袖姿や真新
しいスーツ姿の新成人でいっぱいになり、華やかな
雰囲気に包まれました。 
　会場のあちらこちらでは、懐かしい友達との再会
に思わず笑顔があふれ、お互いの近況報告などで話
が弾んでいました。 
　新成人の実行委員９人が企画したアトラクション
では、「世界に一つだけの花」のハンドベルでの演
奏やクイズなどが行われ、壇上に登場した恩師の先
生方からの温かい励ましのメッセージを受けていま
した。 

励ましを胸に新たな一歩 
～新成人のつどい～ 

防火や防災の決意新たに 
～消防出初式～ 

　１月１５日、児童６６人が参加した百人一首大会
が第五児童館で開かれました。 
　対戦相手がくじ引きで決まるため、学年が離れて
しまっている組み合わせもありましたが、小さな子
もあきらめずに一生懸命。上の句を読み上げる声に
耳を澄ませ、置かれた札を真剣に見つめていました。 
　素早く先に札を取り、誇らしげに手を上げる表情は、
どの子も生き生きとしていました。 

手を上げる表情も誇らしげ 
～児童館百人一首大会～ 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

いわくらし

ちき
ゅうにやさしい
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　休日急病診療（長谷川義夫　長谷川外科） 
朝市/東町 

★８か月児育児教室　★4か月児健康診査 
分別収集/中本町･東町･中野町･鈴井町 
古紙と古着の日/八剱町・井上町・神野町・石仏町 

★風しん 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

夕市/ＪＡ岩倉支店 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

建国記念の日 
　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

朝市/岩倉団地 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ツベルクリン 

火 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 

★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～中本町かいわい～ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，388人（－30人） 
            男性/24，122人（－1人） 
            女性/24，266人（－29人） 
          世帯数/19,330世帯（－28世帯） 
                （1月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

かたわ 

み のべ 

　五条川沿いを歩いていて、千亀橋の傍ら

に小さな道標が建てられているのに気が付

きました。文字を読んでみると「東　身延

山善光寺小牧おバリ道」「東　小木村」と

刻まれていました。 

　市史などを調べてみると、千亀橋を通って東西に通じるこの道は、

かつて小木村道と呼ばれ、大正時代に今のバス通りの南側を通る小

木新道が開かれるまで、岩倉から現在の小牧市小木方面へ通じる幹

線道路だったそうです。今は個性的な吊り橋がかけられている幅３

メートルほどのこの道を、遠く善光寺まで行く人などたくさんの人

が行き交っていたと知り、昔の岩倉のにぎわいを垣間見たように感

じました。 

つつじ 


